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二
〇
一
六
年
一
二
月
二
日
か
ら

四
日
ま
で
、
神
田
一
ツ
橋
の
学
術
総

合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
、
当
会
設

立
二
十
年
記
念
の
グ
ラ
ン
ド
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、

泉
三
郎
代
表
を
責
任
者
に
小
野
博

正
、
山
田
哲
司
、
塚
本
宏
氏
を
編
集

委
員
と
し
て
作
業
が
す
す
め
ら
れ

て
い
た
が
、
そ
の
記
録
が
二
年
の
歳

月
を
か
け
て
、
二
冊
の
本
と
し
て
出

版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

「
岩
倉
使
節
団
の
群
像
―
日
本
近

代
化
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」
と
題
す
る
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
版
に
つ
い
て
は
既

に
前
号
の
ニ
ュ
ー
ス
で
予
告
記
事

を
掲
載
し
た
が
、
そ
の
姉
妹
本
と
し

て
当
会
本
が
刊
行
の
は
運
び
に

な
っ
た
の
で
、
こ
の
催
事
が
企
画
さ

れ
た
の
で
あ
る
。 

 

二
月
十
四
日(

木)

、
日
比
谷
公
園

に
あ
る
日
比
谷
図
書
文
化
館
に
お

い
て
、
満
員
の
会
場
で
行
わ
れ
た
。

一
部
は
五
階
の
ホ
ー
ル
で
、
国
学
院

大
学
教
授
の
坂
本
一
登
氏
を
招
き
、

「
岩
倉
具
視
―
幕
末
維
新
期
の
調

停
者
」
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
昨
年
、

N
H
K

の
大
河
ド
ラ
マ[

西
郷
ど
ん]

で

笑
福
亭
鶴
瓶
が
「
怪
人
・
岩
倉
具
視
」

を
演
じ
て
話
題
に
な
っ
た
だ
け
に
、

最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
の

講
演
は
興
味
津
々
で
あ
り
、
「
そ
の

実
像
は
い
か
に
？
」
と
参
加
者
は
熱

心
に
聴
き
入
り
、
質
疑
応
答
や
意
見

も
活
発
に
交
わ
さ
れ
て
意
義
深
い

内
容
と
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
祝
賀
パ
ー
テ
イ
は
地
下
に

あ
る
会
場
で
行
わ
れ
、
一
月
に
先
行

出
版
さ
れ
た
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
本
「
岩
倉

使
節
団
の
群
像
」
に
つ
い
て
、
読
後

の
感
想
や
執
筆
者
の
感
慨
も
含
め

様
々
な
発
言
が
あ
り
、
ま
た
、
岩
倉

使
節
団
の
群
像
の
ご
子
孫
も
多
数

来
場
さ
れ
て
話
題
は
広
が
り
、
大
盛

会
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
た
。 

 
 

（
詳
細
は
二
頁
） 

歴
史
の
な
か
に
未
来
が
見
え
る
～

岩
倉
使
節
団
と
日
本
近
代
一
五
〇

年 

 

写
真
は
、
当
会
刊
行
の
グ
ラ
ン
ド

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
の
表
紙
で

あ
る
。
裏
表
紙
に
は
中
央
に
岩
倉
具

視
の
揮
毫
に
よ
る[

観
光]

の
字
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、ﾞ

背
表
紙
に
は
「
岩

倉
使
節
団
と
日
本
近
代
一
五
〇
年
」

と
印
字
さ
れ
て
い
る
。
版
型
はB5

、

二
段
組
、
二
二
三
頁
で
あ
り
、
三
月

一
日
に
は
発
行
さ
れ
た
。 

 
内
容
は
報
告
書
形
式
で
、
序
の
部

は
三
日
間
の
情
景
を
伝
え
る
フ
ォ

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
一
部
は
初
日

の
要
約
、
二
部
は
二
日
目,

の
「
日
本

の
近
代
一
五
〇
年
を
考
え
る
」
の
全

記
録
、
三
部
は
三
日
目
の
「
日
本
の

未
来
像
」
を
主
に
構
成
さ
れ
、
最
後

に

当

会

の

二

〇

年

の

活

動

年

表

が

付

さ

れ

て

い

る
。 

第８９号 

発行 
特定非営利活動法人 

米欧亜回覧の会 

編集委員会 

 

「グ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
出
版
、
二
年
ぶ
り
に
成
る 

 

記
念
講
演
会
と
祝
賀
パ
ー
テ
イ
、
二
月
一
四
日
に
開
催 

 

萌
出
る
若
葉
の
風
そ
よ
ぐ
、

令
和
元
年
五
月
某
日
、
岩
倉
使

節
団
の
大
旅
行
が
、
世
界
の
近

代
史
の
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き

事
象
と
し
て
、
七
か
国
語
で
世

界
中
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

「
日
本
の
”
今
”
を
、
広
く
、

か
つ
深
く
、
七
つ
の
言
語
に
乗

せ
て
世
界
に
伝
え
た
い
」
と
い

う
趣
旨
の
公
益
財
団
法
人
ニ
ッ

ポ
ン
ド
ッ
ト
コ
ム
の
サ
イ
ト
に

掲
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
年
中
休
み
な
く

日
々
，
五
本
く
ら
い
の

記
事
か
ら
構
成
さ
れ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
イ
ト

で
あ
り
、
一
か
月
間
に

五
〇
〇
万
人
が
見
に
く

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

そ

の

主

宰

者

n
i
p
p
o
n
.
c
o
m

と
は
ど
ん

な
団
体
か
、
ど
ん
な
使

命
を
帯
び
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
Ｈ
Ｐ
か

ら
引
用
さ
せ
て
も
ら
え

ば
次
の
通
り
で
あ
る
。 

「
二
〇
〇
〇
年
の
継
続
と
、
絶

え
間
の
な
い
異
文
化
へ
の
適
応

を
見
せ
て
き
た
日
本
の
文
化
と

伝
統
、
そ
の
最
先
端
に
お
け
る

文
化
を
伝
え
ま
す
。
伝
統
と
モ

ダ
ン
の
は
ざ
ま
に
、
私
た
ち
は

い
つ
も
揺
れ
る
も
の
で
す
か

ら
。
（
中
略
） 

私
た
ち
は
、
英
語
、
中
国
語

（
簡
体
字
、
繁
体
字
）
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ア
ラ

ビ
ア
語
、
ロ
シ
ア
語
そ
し
て
日

本
語
－
七
つ
の
言
葉
を
自
在
に

操
る
専
門
家
の
集
ま
り
。
真
正

面
に
見
据
え
る
の
は
、
世
界
に

広
が
る
七
〇
億
人
を
超
す
オ
ー

デ
イ
エ
ン
ス
で
す
。
」 

 

こ
の
二
月
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
刊
の
「
岩
倉
使
節
団
の
群
像

～
日
本
近
代
化
の
パ
イ
オ
ニ

ア
」
が
目
に
留
ま
り
、
原
稿
依

頼
が
舞
い
込
ん
だ
の
だ
。
編
集

の
首
脳
陣
に
世
界
に
伝
え
る
価

値
あ
り
と
認
め
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

さ
て
、
一
八
世
紀
に

西
洋
で
始
ま
っ
た
大
科

学
技
術
の
革
新
、
交
通

通
信
と
産
業
の
革
命

が
、
非
西
洋
社
会
へ
及

ぼ
し
た
影
響
を
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

そ
の
西
洋
文
明
の
衝
撃

に
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
最
初
の
モ
デ
ル

が
日
本
で
あ
り
、
そ
の

最
も
テ
イ
ピ
カ
ル
な
冒

険
的
な
事
象
が
岩
倉
使

節
団
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
さ
に
そ
の

通
り
・
・
・
こ
ん
な
に
興
味
あ

る
話
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

 

こ
の
三
〇
〇
〇
字
ば
か
り
の

小
文
は
数
枚
の
写
真
や
小
さ
な

地
図
と
共
に
、
三
大
オ
ー
シ
ャ

ン
を
巡
り
五
大
陸
や
数
々
の
島

嶼
に
伝
わ
り
、
各
地
の
町
や
村

で
小
さ
な
波
紋
を
起
こ
し
、
あ

る
い
は
渦
を
巻
き
起
こ
し
て
く

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

「岩倉使節団の米欧亜大旅行」 

七か国語に乗って世界へ！    

泉 三郎 

挨拶をする泉代表 

裏表紙 
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 講
演
要
旨 

 

岩
倉
具
視
の
研
究
は
、
戦
前
の

徳
富
蘇
峰
の
『
岩
倉
伝
』
と
、
戦

後
は
大
久
保
利
謙
氏
の
先
行
研
究

が
あ
る
が
、
幕
末
が
中
心
で
明
治

以
降
の
研
究
は
意
外
に
少
な
い
。

天
皇
中
心
の
列
強
対
抗
国
家
を

創
っ
た
人
と
思
わ
れ
、
人
気
が
薄

く
な
っ
た
よ
う
だ
。 

 

岩
倉
の
人
生
は
、
下
級
公
家
・

堀
河
家
出
身
で
、
や
は
り
下
級
公

家
の
岩
倉
家
養
子
と
な
り
、
ペ

リ
ー
来
航
の
一
八
五
三
年
に
鷹
司

政
通
の
歌
道
の
弟
子
と
な
っ
た
の

が
二
九
歳
の
遅
い
デ
ビ
ュ
ー
（
人

生
五
〇
年
時
代
）
。
三
四
歳
、
佐

幕
派
公
家
に
反
対
す
る
八
八
人
列

参
を
主
導
し
、
孝
明
天
皇
の
近
習

と
な
り
、
和
宮
降
嫁
の
行
列
団
長

と
な
る
早
い
出
世
。
四
奸
二
嬪
の

排
斥
運
動
に
よ
る
岩
倉
村
蟄
居

（
五
年
間
）
の
長
い
隠
棲
で
特
徴

づ
け
ら
れ
る
。 

 

王
政
復
古
の
小
御
所
会
議
当
日

に
、
や
っ
と
公
職
復
帰
し
た
。
そ

の
会
議
で
慶
喜
不
在
に
怒
る
山
内

容
堂
を
一
喝
し
た
と
の
神
話
が
あ

る
が
、
資
料
に
乏
し
い
。
明
治
六

年
の
政
変
で
、
岩
倉
の
変
節
を
よ

く
言
わ
れ
る
が
、
若
い
と
き
の

『
神
州
万
歳
堅
策
』
で
、
外
遊
し

て
西
洋
文
明
（
敵
）
を
知
る
べ
き

だ
と
述
べ
て
お
り
、
岩
倉
使
節
団

は
彼
の
本
来
の
考
え
と
言
え
る
。

岩
倉
使
節
団
の
意
義
は
、
旅
で
の

共
通
体
験
が
そ
の
後
の
政
権
を
担

う
諸
士
と
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
得

た
こ
と
が
大
き
い
。 

 

西
洋
化
漸
進
主
義
と
天
皇
中
心

国
家
構
想
で
あ
ろ
う
。
主
役
の
居

な
い
政
府
内
で
、
節
目
節
目
で
調

停
役
と
し
て
の
正
し
い
行
動
を
し

た
人
と
言
え
る
。
鉄
道
イ
ン
フ
ラ

の
重
要
性
。
時
代
に
取
り
残
さ
れ

か
ね
な
い
、
士
族
や
華
族
へ
の
保

護
制
度
化
に
尽
力
。
明
治
一
四
年

の
政
変
に
際
し
、
木
戸
、
大
久

保
、
西
郷
亡
き
後
の
政
権
に
、
伊

藤
博
文
を
中
心
に
考
え
、
病
気
で

京
都
に
療
養
中
も
憲
法
調
査
に
欧

州
に
送
り
出
し
た
憲
法
の
行
く
末

に
心
を
残
し
な
が
ら
、
五
九
歳
、

癌
で
な
く
な
っ
た
。 

 

読
み
切
れ
な
い
ほ
ど
の
数
々
の

建
言
書
を
残
し
た
人
で
あ
る
。
革

命
の
後
は
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と

が
大
切
で
、
そ
れ
に
精
神
誠
意
腐

心
し
た
人
。 

 
 
 
 

（
文
責
：
小
野
博
正
） 

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ 

 
日
比
谷
図
書
文
化
館
地
階
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
ダ
イ
ニ
ン
グHIBIYA

に
場
所
を
移
し
、
約
七
〇
名
の
参

加
を
得
て
、
賑
や
か
に
出
版
記
念

パ
ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
た
。 

 

泉
代
表
は
開
会
挨
拶
で
、
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
の
「
岩
倉
使
節
団
の

群
像
」
に
続
け
て
、
サ
ン
プ
ル
本

ン
を
示
し
な
が
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
報
告
書
も
近
く
出
版
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
意
義
深
く
、
皆
様
の
ご
尽
力
に

感
謝
す
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。 

 

出
席
者
を
代
表
し
て

近
藤
誠
一
元
文
化
庁
長

官
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。
さ
ら
に
福
川

伸
次
東
洋
大
学
理
事
長

に
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
、
毎
日
新
聞
編
集
委

員
森
忠
彦
氏
、
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
の
第
二
編
集

長
、
田
引
勝
二
氏
（
今

回
の
本
を
担
当
さ
れ
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
方
で

す
）
ら
か
ら
ス
ピ
ー
チ

を
い
た
だ
き
、
盛
会
の

う
ち
に
お
開
き
と
な
っ

た
。 

（
文
責
：
塚
本
弘
） 

  

 
出
版
記
念
講
演
会 

 
『岩
倉
具
視
の
実
像
ー
最
新
の
研
究
を
踏
ま
え
て
』 

坂本一登氏の記念講演 

元文化庁長官 

近藤誠一氏 

ミネルヴァ本と報告書のサンプル本 

乾杯の音頭は福川伸次氏 

記念講演会に聞き入る参加者 

毎日新聞編集委員 

森忠彦氏 

ミネルヴァ書房 

田引勝二氏 

閉会の挨拶 

塚本副理事長 
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 鈴
木
瑠
璃
子  

 

父
方
の
祖
母
の
父
親
が
、
ド
イ

ツ
語
専
門
の
中
助
教
と
し
て
使
節

団
に
随
行
致
し
ま
し
た
。
近
藤
昌

綱
の
曾
孫
で
あ
り
、
事
務
局
・
近

藤
義
彦
様
は
、
ま
た
従
兄
弟
に
な

り
ま
す
。
仙
台
在
住
で
、
長
ら
く

主
人
の
介
護
に
追
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
当
会
に
は
ご
無
沙
汰

致
し
て
お
り
ま
し
た
。
や
っ
と
自

由
に
出
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
務
め
て
出

席
し
た
い
、
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
私
は
一
度
こ
の
曽
祖
父
に
つ

い
て
ま
と
め
よ
う
と
思
い
立
っ
た

事
も
あ
り
ま
す
が
、
津
田
塾
大

学
・
東
北
大
学
修
士
・
筑
波
大
学

博
士
の
学
歴
で
す
の
で
、
英
語
は

と
も
か
く
、
ド
イ
ツ
語
は
駄
目

で
、
断
念
致
し
ま
し
た
。
最
近
日

本
の
ド
イ
ツ
学
の
先
達
と
し
て
昌

綱
再
評
価
の
兆
し
も
み
ら
れ
ま

す
。
ど
な
た
か
、
こ
の
仕
事
を
お

引
き
受
け
頂
け
な
い
か
、
と
も

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

綿
貫
健
治 

「
歴
史
と
の
対
話
」
に
魅
せ
ら
れ

て
。
大
学
時
代
に
Ｅ
．
Ｈ
．
カ
ー

の
「
歴
史
と
は
な
に
か
」
を
読
み

感
激
し
た
が
、
就
職
し
て
か
ら
歴

史
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
欧
米
で
の

駐
在
経
験
を
つ
み
年
輪
を
重
ね
て

く
る
と
カ
ー
の
言
う
「
歴
史
と
は

現
在
と
過
去
の
対
話
で
あ
る
」
と

い
う
意
味
が
よ
く
分
か
っ
て
き

た
。 

 

だ
い
ぶ
前
か
ら
弟
と
歴
史
研
究

会
を
作
り
明
治
維
新
の
立
役
者
の

軌
跡
や
遺
跡
を
追
っ
て
い
た
の
で

な
お
さ
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
弟
が
昨
年
脳
溢
血
で
倒
れ
研
究

パ
ー
ト
ナ
ー
を
失
っ
た
。
そ
ん
な

時
Ｈ
Ｐ
で
「
米
欧
亜
回
覧
の
会
」

を
知
っ
た
。
「
歴
史
と
の
対
話
」

は
会
に
入
っ
て
か
ら
ま
す
ま
す
面

白
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
の
楽

し
み
の
一
つ
は
時
々
彼
の
病
院
の

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
開
く
二
人
だ
け

の
研
究
会
で
あ
る
。 

青
山
霊
園
の
岩
倉
使
節
団
関
連
志

士
の
墓
め
ぐ
り 

 

四
月
二
日
会
員
有
志
一
一
名

が
、
朝
の
九
時
半
に
青
山
霊
園
管

理
事
務
所
前
に
集
ま
っ
て
岩
倉
使

節
団
関
連
志
士
た
ち
の
墓
め
ぐ
り

(

墓
マ
イ
ラ
ー)

が
開
催
さ
れ
た
。

時
あ
た
か
も
桜
花
爛
漫
、
散
策
に

程
よ
い
日
差
し
の
中
、
風
も
な
く

絶
好
の
墓
参
日
和
と
な
っ
た
。 

 

企
画
発
案
さ
れ
た
吉
原
重
和
氏

の
ご
努
力
で
、
四
〇
名
の
使
節
団

が
ら
み
の
お
墓
が
散
在
す
る
こ
と

が
特
定
さ
れ
た
。
然
し
、
青
山
霊

園
は
実
に
広
い
。
墓
の
在
り
処
の

番
地
が
わ
か
っ
て
も
簡
単
に
は
辿

り
つ
け
な
い
。
み
ん
な
で
手
分
け

し
つ
つ
、
和
気
藹
々
な
が
ら
も
四

苦
八
苦
し
て
探
し
当
て
る
の
も
探

偵
団
の
よ
う
で
見
つ
け
る
と
達
成

感
が
あ
る
。 

 

結
局
、
半
分
ほ
ど
の
墓
を
見
つ

け
た
と
こ
ろ
で
予
定
時
間
と
な

り
、
残
り
は
ま
た
を
期
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
充
実
感
が
あ
っ

た
。
花
と
水
を
用
意
し
て
廻
っ

た
。 

 

流
石
に
大
久
保
利
通
の
墓
は
顕

彰
碑
も
含
め
て
巨
大
で
、
吉
原
重

俊
も
丸
い
墓
碑
で
大
き
か
っ
た
。

佐
野
常
民
も
広
大
な
領
域
を
占
め

て
い
た
。
外
人
墓
地
に
は
フ
ル

ベ
ッ
キ
、
松
野
ク
ラ
ラ
、
明
治
天

皇
と
西
郷
隆
盛
の
肖
像
画
で
有
名

の
イ
タ
リ
ア
人
キ
ッ
ヨ
ソ
ー
ネ
、

そ
し
て
、
日
本
人
と
し
て
入
国
で

き
な
か
っ
た
ジ
ョ
セ
フ
彦
が
祀
ら

れ
て
い
た
。
寂
れ
た
墓
や
整
然
と

し
墓
、
墓
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物

が
辿
っ
た
人
生
模
様
も
伺
わ
れ
、

は
る
か
な
る
歴
史
を
お
も
っ
た
。

秋
に
で
も
残
り
の
墓
を
制
覇
し
た

い
と
参
加
者
の
意
見
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
日
の
午
後
は
日
比
谷
図
書

文
化
館
に
て
、i-cafe

 
lecture 

の
講
演
会
が
あ
っ
た
の
で
、
日
比

谷
公
園
の
噴
水
前
に
て
、
弁
当
を

広
げ
て
歓
談
し
た
。 

          (

文
責 

小
野
博
正
） 

■
一
月
九
日 

実
記
輪
読
会 

第14

章 

北
部
巡
覧
の
記 

上
（吉

原
重
和
） 

・
明
治
五
年
五
月
四
日
（1872

年6

月9

日
）
議
事
堂
北
の
駅
（Union 

station

）
か
ら
寝
台
車
二
両
で
出

発
し
た
。 

 

米
国
政
府
の
招
待
旅
行
だ
っ
た

の
で
案
内
役
の
マ
イ
ヤ
ー
ス
夫
妻

と
娘
、
上
院
議
員
の
バ
ン
ク
ス
夫

妻
と
娘
が
同
行
。
森
弁
務
使
と
書

記
生
も
途
中
ま
で
随
行
。 

・
五
月
五
日 

薄
晴 

ニ
ュ
ー
ブ

ラ
ン
ズ
イ
ッ
ク
で
夜
が
明
け
た
。 

エ
リ
ザ
ベ
ス
駅
で
朝
食 

そ
の
後

ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
市
を
通
過
し
六
時

四
五
分
に
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
ー

駅
着
。
ハ
ド
ソ
ン
河
口
の
フ
ェ

リ
ー
で
対
岸
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

渡
り
ウ
エ
ス
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
の
第

一
六
番
桟
橋
に
着
く
。
（
世
界
貿

易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
近
く
）
そ
の

後
七
時
に
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
セ

ン
ト
ニ
コ
ラ
ス
ホ
テ
ル
に
入
っ

た
。
（
一
〇
〇
〇
室
も
あ
る
大
ホ

テ
ル
） 

 

バ
ッ
テ
リ
ー
地
区
か
ら
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
の
喧
騒
に
驚
き
な
が
ら

市
場
の
様
子
を
見
た
。 

 
午
後
三
時
か
ら
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
を
回
覧
し
、
夜
八
時
に
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
劇
場
に
行
っ

た
。 

・
五
月
六
日 

イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー

河
口
か
ら
蒸
気
船
で
ウ
エ
ス
ト
ポ

イ
ン
ト
へ
向
か
っ
た
。 

午
後
四
時
に
学
校
に
到
着
し
た
。

ガ
ト
リ
ン
グ
砲
を
見
た
。 

・
五
月
七
日 

学
校
見
学
で
生
徒

の
教
練
、
軽
砲
隊
の
試
験
を
見

た
。
そ
の
後
、
花
火
を
見
て
そ
の

壮
観
に
驚
い
た
。
一
〇
時
に
宿
に

戻
っ
た
。 

 

彼
等
は
ウ
ェ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
の

墓
地
も
見
た
。 

■
二
月
一
三
日 

実
記
輪
読
会 

第15

章 

北
部
巡
覧
の
記 

中
（吉

原
重
和
） 

・
明
治
五
年
五
月
八
日
（1872

年6

月13

日
）
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
を

発
ち
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
号
に
乗
車
し
て

ハ
ド
ソ
ン
河
沿
い
に
北
上
。 

 

Ｎ
Ｙ
州
の
州
府
オ
ル
バ
ニ
ー

着
、
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
を
経
て
午
後

一
一
時
に
ナ
イ
ア
ガ
ラ
村
の
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
に
着
い

た
。  

・
五
月
九
日 

ナ
イ
ア
ガ
ラ
回

覧
。
ア
メ
リ
カ
滝
か
ら
ゴ
ー
ド
島

に
至
る
。 

 

カ
ナ
ダ
滝
近
く
の
博
物
館
見

学
。
エ
ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
（
ラ
ム

セ
ス
一
世
）
見
学 

 

夕
方
フ
ィ
ル
モ
ア
元
大
統
領
を

ホ
テ
ル
に
招
き
夕
食
会
を
催
し

た
。 

■
三
月
一
三
日 

実
記
輪
読
会 

第16

章 

北
部
巡
覧
の
記 

下
（吉

原
重
和
） 

☆
新
会
員
自
己
紹
介
☆ 

ヂェルシーヨリ新約克（ﾆｭｰﾖﾙｸ）ヘノ

渡船（『実記』14巻・銅板画） 
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 明
治
五
年
五
月
一
〇
日
（18

72

年6
月1

5

日
） 

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
ホ
テ

ル
を
出
発
、
オ
ン
タ
リ
オ
湖
に

沿
っ
て
来
た
線
路
を
戻
る
。
一
〇

時
に
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
を
通
過
、
シ

ラ
キ
ュ
ー
ス
を
経
て
サ
ラ
ト
ガ
の

「
グ
ラ
ン
ド
ユ
ニ
オ
ン
ハ
ウ
ス
」

着 ・
五
月
一
一
日 

サ
ラ
ト
ガ
湖
を

廻
り
山
上
で
休
憩
、
そ
の
後
車
で

薬
泉
に
行
く
。 

・
五
月
一
二
日 

サ
ラ
ト
ガ
を
出

発
、
ボ
ス
ト
ン
に
向
か
い
夜
八
時

に
ボ
ス
ト
ン
着 

・
五
月
一
三
日 

ボ
ス
ト
ン
市
内

回
覧
、
二
時
か
ら
太
平
楽
会
に
赴

く
。 

・
五
月
一
四
日 

ボ
ス
ト
ン
港
を

船
で
回
覧
、
二
時
か
ら
再
度
太
平

楽
会
に
赴
く
。 

・
五
月
一
五
日 

ボ
ス
ト
ン
を
九

時

に

発

ち

昼

に

ス

プ

リ

ン

グ

フ
ィ
ー
ル
ド
着
、
小
銃
製
造
場
に

至
る
。
夜
一
二
時
にN

YC

へ
帰
着
。 

・
五
月
一
六
日 

セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
回
覧
、
夜
九
時
過
ぎ
の
汽

車
で
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
戻
る
。 

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
実
記
輪
読
会

報
告
・
北
部
巡
覧
の
記
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
巻
に
関
す
る
地
図
や
写
真

等
の
画
像
資
料
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。 

□
一
月
九
日 

ハ
リ
ス
輪
読
会 

p
p.
5
1
3-5

4
1(
J
a
n.
2
6-

F
e
b
.
1
7,
1
8
58
) 

 

ハ
リ
ス
は
、
着
任
後
一
年
半
近

く
た
っ
て
か
ら
江
戸
出
府
を
許
さ

れ
、
課
題
の
通
商
条
約
締
結
交
渉

を
や
っ
と
始
め
る
こ
と
が
出
来

た
。
ハ
リ
ス
は
安
政
四
年
（1

8
57

年
）
一
一
月
江
戸
に
着
く
と
、
日

本
側
全
権
代
表
井
上
信
濃
守
（
下

田
奉
行
）
と
岩
瀬
肥
後
守(

御
目

付)

を
相
手
に
、
通
訳
の
ヒ
ュ
ー
ス

ケ
ン
を
従
え
て
、
翌
年
一
月
か
ら

二
月
に
か
け
て
一
四
回
の
談
判
を

重
ね
て
首
尾
よ
く
成
約
し
、
七
月

神
奈
川
沖
の
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
上
で

調
印
に
漕
ぎ
つ
け
る
。  

 
一
月
二
六
日
の
第
二
回
談
判
か

ら
二
月
一
七
日
の
第
一
一
回
談
判

ま
で
の
部
分
を
輪
読
し
た
。
条
約

談
判
は
ハ
リ
ス
が
作
成
し
た
条
約

草
案
を
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
介
し
て

日
本
語
訳
を
作
成
し
た
上
で
逐
条

的
に
議
論
さ
れ
る
。
日
本
側
全
権

は
保
守
的
な
諸
大
名
の
説
得
に
苦

慮
し
て
い
た
こ
と
か
ら
議
論
が
難

航
し
た
様
子
が
生
々
し
く
描
か
れ

て
い
る
。  

 

開
港
場
数
つ
い
て
は
、
ハ
リ
ス

が
米
捕
鯨
船
の
便
宜
も
考
慮
し
八

港
を
要
求
す
る
一
方
、
日
本
側
は

三
港
以
上
不
要
と
突
っ
ぱ
ね
た
も

の
の
、
『
こ
こ
は
条
約
の
セ
バ
ス

ト
ポ
ー
ル
』
と
踏
ん
張
っ
た
ハ
リ

ス
が
六
港
を
獲
得
し
て
決
着
し

た
。
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
は
ク
リ
ミ

ヤ
半
島
の
港
で
、
ハ
リ
ス
が
日
本

の
港
を
戦
略
的
に
重
視
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。  

 

キ
リ
ス
ト
教
礼
拝
問
題
で
は
、

一
八
五
六
年
一
月
の
日
蘭
条
約

で
、
日
本
側
が
出
島
の
建
物
内
で

の
礼
拝
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
事

前
に
調
べ
、
ハ
リ
ス
は
外
人
居
留

地
内
で
の
礼
拝
自
由
を
条
約
に
盛

り
込
む
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

（
岩
崎
洋
三
記
） 

□
二
月
一
三
日 

ハ
リ
ス
輪
読
会 

Journal
 

5,

ｐ

ｐ.541-558

(Feb.17

，
～

Feb.27,1858) 
 

Fragments,May15

～June9,1858 

 

一
月
二
五
日
に
始
ま
っ
た
日
米

条
約
談
判
は
二
月
二
七
日
の
一
四

回
を
も
っ
て
議
了
し
、
ハ
リ
ス
は

条
約
浄
書
を
日
本
側
に
渡
す
。
本

書
が
カ
バ
ー
す
る
の
は
こ
こ
ま

で
。
ハ
リ
ス
は
直
後
体
調
を
崩
し

静
養
の
た
め
下
田
に
戻
っ
た
。 

 

幕
府
は
六
〇
日
以
内
の
調
印
を

約
し
た
が
、
条
約
勅
許
申
請
が
認

め
ら
れ
ず
遅
延
す
る
が
、
無
勅
許

調
印
を
決
意
し
た
幕
府
は
、
七
月

二
九
日
神
奈
川
沖
に
来
航
し
た

ポ
ー
ハ
タ
ン
号
上
で
調
印
に
応
じ

る
こ
と
に
な
る
。 

 

直
前
に
下
田
に
入
港
し
た
軍
艦

ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
号
か
ら
ハ
リ
ス
が

入
手
し
た
、
「
英
国
が
イ
ン
ド
反

乱
（
セ
ポ
イ
（
ジ
ハ
ー
ヒ
ー
）
を

鎮
圧
し
た
」
、
あ
る
い
は
、
「
英

仏
連
合
軍
が
清
国
を
屈
服
さ
せ
た

（
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
）
」
等
の

情
報
を
知
ら
さ
れ
、
幕
府
は
列
強

と
の
条
約
締
結
を
急
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
。 

 

ハ
リ
ス
は
第
七
条
の
開
港
区
域
に

日
本
側
が
大
幅
譲
歩
し
た
こ
と
に

驚
い
て
い
る
。
（
岩
崎
洋
三
記
） 

□
三
月
一
三
日 

ハ
リ
ス
輪
読
会 

The
 
Complete

 
Journal

 
of 

Townsend
 
Harris

 

読
了
。 

毎

月
三
〇
ペ
ー
ジ
弱
を
交
代
で
音
読

し
な
が
ら
読
ん
で
き
た
が
、
二
四

回
を
要
し
た
。
読
み
始
め
た
の
は

二
〇
一
七
年
二
月
、
初
回
ナ
ヴ
ィ

ゲ
ー
タ
ー
は
今
は
亡
き
小
坂
田
國

雄
氏
だ
っ
た
。 

 

途
中
息
抜
き
に
「The

 
Barbar-

ian
 
and

 
the

 
Geisha

」
（
日
本

名
：
黒
船
）
と
い
う
映
画
を
見

た
。
ハ
リ
ス
役
が
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ

イ
ン
、
下
田
奉
行
役
が
山
村
聰
と

い
う
、1959

年
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
監
督
作
品
だ
。
病
弱
の
ハ

リ
ス
を
演
じ
る
に
は
ウ
ェ
イ
ン
は

ど
う
も
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た

が
、
下
田
の
玉
泉
寺
で
通
訳
の

ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
と
苦
労
す
る
光
景

な
ど
、
大
い
に
楽
し
め
た
。 

◎
斎
藤
純
生
氏
特
別
講
演 

 

日
本

文
研
出
版
社
主
で
、2001

年
に

『
米

欧

回

覧

実

記
』
の

英

訳

『Iwakura
 
Embassy

 
1871-73

』

を
世
に
出
し
た
斎
藤
純
生
氏
を
お

招
き
し
、
英
訳
版
出
版
の
ご
苦
労

や
、
本
に
も
な
っ
て
い
る
『
洋
書

流
通
と
翻
訳
出
版
の
世
界
』
を
お

話
い
た
だ
い
た
。
当
会
は
英
訳
実

記
全
五
巻
を
、
一
一
年
二
カ
月
か

け
て
読
ん
だ
の
は
懐
か
し
い
思
い

出
だ
。
同
氏
は
岩
倉
使
節
団
の
事

績
を
数
多
く
の
低
開
発
諸
国
に

知
っ
て
も
ら
い
参
考
に
し
て
も
ら

お

う

と
『Iwakura

 
Embassy 

1871-73

』
を
数
多
く
寄
贈
さ
れ
て

来
た
由
で
、
心
強
い
限
り
だ
。 

 
四
か
ら
四
冊
目
の
テ
キ
ス
ト
と

し
て
、William

 
Elliot

 
Griff-

is,”
Verbeck

 
of

 
Japan;

 
A 

Citizen
 
of

 
No

 
Country”

全
三

七
六
ペ
ー
ジ
を
読
み
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
岩
崎
洋
三
記
） 

■
二
月
二
六
日 

も
う
一
つ
の
明
治
維
新
は
あ
り
得
た

の
か
―
徳
川
慶
喜
を
素
材
と
し
て

（小
野
博
正
氏
） 

参
加
者
十
六
名
。 

 

昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

『
西
郷
ど
ん
』
の
徳
川
慶
喜
の
悪

役
ぶ
り
に
義
憤
を
覚
え
、
慶
喜
の

名
誉
挽
回
に
と
、
雄
藩
に
よ
る
明

治
維
新
で
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な

明
治
の
道
が
あ
っ
た
か
を
考
え
て

み
た
。
保
阪
正
康
氏
に
よ
れ
ば
、

四
つ
の
可
能
性
が
あ
っ
た
。
①
帝

国
主
義
的
国
家
（
こ
れ
が
大
日
本

帝
国
憲
法
と
な
っ
た
現
実
の
歴

史
）
②
帝
国
主
義
的
道
義
国
家
③

自
由
民
権
国
家
④
連
邦
制
国
家
で

あ
る
。 

 

明
治
新
政
府
が
天
皇
大
権
の
帝

国
主
義
国
家
を
選
ん
だ
の
に
は
必

然
性
が
あ
っ
た
。
王
政
復
古
で
幕

府
を
朝
敵
に
し
た
時
か
ら
、
国
民

国
家
の
実
現
に
は
、
天
皇
を
中
心

に
置
く
し
か
道
は
な
か
っ
た
。
岩

倉
使
節
団
は
ア
メ
リ
カ
で
共
和
制

国
家
を
み
た
が
、
こ
れ
は
幕
藩
体

制
を
思
わ
せ
る
形
態
と
思
え
た
ろ
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 う
。
イ
ギ
リ
ス
の
立
憲
君
主
制
は

理
想
的
に
み
え
た
が
、
時
あ
た
か

も
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
権
勢
が

議
会
に
削
が
れ
か
け
て
い
て
、
こ

れ
で
は
天
皇
の
地
位
が
い
つ
弱
め

ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
が

あ
っ
た
。 

 

フ
ラ
ン
ス
の
王
政
と
共
和
制
の

揺
れ
動
き
は
不
安
定
だ
。
一
方
普

仏
戦
争
で
フ
ラ
ン
ス
を
破
っ
た
ド

イ
ツ
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
と
モ
ル
ト

ケ
を
従
え
て
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一

世
皇
帝
の
遅
れ
て
き
た
帝
国
主
義

国
家
は
産
業
革
命
に
も
成
功
し
て

盤
石
で
あ
っ
た
。
明
治
六
年
と
明

治
一
四
年
の
二
つ
の
政
変
を
経

て
、
ド
イ
ツ
模
倣
国
家
へ
の
道
は

確
定
し
た
。
士
族
の
反
乱
な
ど
を

恐
れ
て
、
讒
謗
律
、
集
会
条
例
、

保
安
条
例
な
ど
で
自
由
民
権
運
動

の
広
が
り
を
徹
底
的
に
つ
ぶ
し
た

の
で
、
自
由
民
権
国
家
は
あ
り
得

な
い
。 

 

帝
国
主
義
的
道
義
国
家
は
、
明

治
天
皇
が
イ
ギ
リ
ス
の
立
憲
君
主

制
に
一
時
期
共
感
し
て
い
た
の
で

可
能
性
は
あ
っ
た
が
こ
れ
も
日
の

目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
残

る
、
連
邦
制
共
和
国
国
家
は
、
江

戸
幕
府
が
そ
の
ま
ま
近
代
化
に
進

ん
だ
と
き
、
そ
の
可
能
性
が
高

か
っ
た
。
大
政
奉
還
の
と
き
、
慶

喜
は
選
挙
に
よ
る
雄
藩
と
そ
の
家

臣
に
よ
る
二
院
制
議
会
と
、
大
統

領
制
を
頭
に
お
い
て
西
周
や
津
田

真
道
ら
に
検
討
さ
せ
て
い
た
。
こ

れ
が
実
現
し
て
い
た
ら
、
緩
や
か

な
近
代
化
も
あ
り
得
た
。 

 

最
後
に
、
慶
喜
で
あ
る
。
味
方

に
な
る
べ
き
四
侯
会
議
で
、
四
侯

を
大
バ
カ
者
呼
ば
わ
り
し
て
敵
に

回
し
、
思
想
的
倒
幕
派
で
あ
っ
た

勝
海
舟
を
、
幕
府
最
後
の
終
幕
に

起
用
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
慶
喜
自

身
が
、
倒
幕
（
終
幕
）
を
当
初
か

ら
考
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
す
べ

て
が
腑
に
落
ち
る
。
彼
は
側
近

に
、
三
〇
〇
年
の
幕
府
も
あ
と
一

年
も
持
つ
ま
い
と
語
っ
て
お
り
、

旗
本
が
戦
う
こ
と
を
忘
れ
て
居
る

こ
と
を
嘆
い
て
い
た
。
将
軍
職
辞

退
も
恐
ら
く
本
気
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
何
せ
、
水
戸
家
家
訓

は
、
将
軍
家
に
弓
を
引
い
て
も
、

朝
廷
に
は
弓
を
引
く
な
で
あ
る
。

彼
の
血
に
は
、
武
士
と
公
卿
の
血

が
流
れ
て
い
る
。
徹
底
恭
順
し

て
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
、
全

く
政
治
を
語
ら
ず
、
己
を
語
ら

ず
。
只
ひ
た
す
ら
に
趣
味
の
世
界

に
没
頭
し
た
の
は
、
無
言
の
う
ち

に
、
そ
の
こ
と
を
語
っ
て
は
い
ま

い
か
。
こ
れ
は
歴
史
専
門
家
が
決

し
て
語
ら
ぬ
見
方
で
あ
る
。 

■
三
月
三
一
日 

幕
末
・
維
新
期
の

中
国
人
米
国
留
学
生
と
日
本
人
留

学
生
（
講
師
：亜
細
亜
大
学 

 

容
應

萸
教
授
） 

 

当
日
が
亜
細
亜
大
学
教
授
と
し

て
の
最
終
日
に
あ
た
り
明
日
か
ら

は
名
誉
教
授
に
就
任
さ
れ
る
本
会

会
員
の
容
先
生
に
幕
末
・
維
新
期

に
お
け
る
日
中
の
米
国
留
学
生
の

交
流
及
び
比
較
に
つ
い
て
レ
ク

チ
ャ
ー
し
て
頂
い
た
。 

 

先
生
に
お
願
い
し
て
中
国
人
留

学
生
の
郎
琅
さ
ん
、
王
雨
芊
さ
ん

が
参
加
し
、
容
先
生
含
め
た
二
〇

名
の
参
加
者
の
内
女
性
は
六
名

だ
っ
た
。 

 

清
政
府
は
一
八
七
二
年
か
ら
四

年
連
続
、
毎
年
三
〇
名
（
計
一
二

〇
名
）
の
官
費
留
学
生
「
留
美
幼

童
」
を
米
国
に
派
遣
し
た
。
こ
の

派
遣
計
画
の
立
案
者
で
あ
り
、
初

代
「
幼
童
出
洋
肄
業
局
副
委
員
」

（
留
学
生
副
監
督
）
を
務
め
た
容

閎
は
中
国
人
と
し
て
は
じ
め
て
米

国
の
大
学
を
卒
業
し
た
中
国
人
留

学
生
で
あ
る
。 

 

研
究
を
始
め
た
動
機
は
サ
ミ
ュ

エ
ル
・W

・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
、S.R.

ブ
ラ
ウ
ン
、B.G.

ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ

と
中
国
人
の
容
閎
、
「
留
美
幼

童
」
そ
し
て
吉
田
松
陰
、
芦
原
周

平
、
国
友
滝
之
介
、
山
川
捨
松
と

の
関
係
に
興
味
を
持
っ
た
か
ら
で

あ
る
。 

（
研
究
の
目
的
） 

一
．
米
国
人
と
日
中
両
国
の
留
学

生
が
繋
が
り
を
持
っ
た
背
景
や
経

緯

を

明

ら

か

に

す

る
。 

二
．
日
中
留
学
生
の
間
に
交
流
・

交
友
関
係
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、

そ
の
原
因
は
何
で
あ
る
か
を
考
察

す
る
。 

三
．
同
時
代
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
に

い
た
日
中
留
学
生
を
比
較
し
、
両

国
が
近
代
化
に
お
い
て
「
同
じ
出

発
の
時
点
」
に
立
っ
た
と
い
え
る

か
を
検
証
す
る
。 

 

更
に
は
米
国
人
と
日
中
両
国
の

留
学
生
が
繋
が
り
を
持
っ
た
背
景

や
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
日
中
留

学
生
の
間
に
交
流
・
交
友
関
係
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
、
そ
の
原
因
は

何
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
。
又
、

同
時
代
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
い
た

日
中
留
学
生
を
比
較
し
、
両
国
が

近
代
化
に
お
い
て
「
同
じ
出
発
の

時
点
」
に
立
っ
た
と
い
え
る
か
を

検
証
す
る
。 

（
日
本
人
留
学
生
と
中
国
人
留
学

生
の
比
較
） 

・
渡
米
時
の
年
齢
と
動
機 

 

日
本
人
学
生
の
平
均
年
齢
：

20.2

歳
で
留
学
動
機
は
日
本
の
近

代
化
、
中
国
人
学
生
の
平
均
年

齢
：12.9

歳
で
留
学
動
機
は
本
人

の
見
識
よ
り
は
親
・
保
護
者
の
考

え
、
西
学
習
得
に
よ
る
社
会
地
位

の
上
昇
だ
っ
た
。 

・
帰
国
後
の
職
業 

 

挙
国
一
致
で
近
代
化
を
急
ぐ
日

本
で
は
帰
国
留
学
生
が
す
ぐ
要
職

に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
の
に
対

し
、
中
国
で
は
一
部
の
洋
務
担
当

高
官
の
配
下
と
な
っ
て
働
い
た
の

で
あ
っ
た
。
留
美
幼
童
が
権
力
の

中
枢
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の

は20

世
紀
に
入
り
、
清
政
府
が
新

政
の
実
行
に
踏
み
切
っ
て
か
ら
で

あ
る 

（
今
後
の
課
題
） 

一
．
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
土
壌
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
日
中
両
国
の
留
学
生
に
よ

り
深
い
交
流
や
連
帯
が
み
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
日
中

関
係
の
発
展
と
ど
の
よ
う
な
か
か

わ
り
が
あ
っ
た
か
を
知
る
。 

二
．
同
じ
出
発
点
に
立
っ
て
い
た

留
学
生
を
有
し
な
が
ら
も
、
中
国

の
近
代
化
事
業
は
日
本
に
遅
れ
を

取
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、
日

本
と
中
国
の
近
代
化
の
比
較
に
、

ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
た
か
を

探
り
た
い
。 

（
質
疑
応
答
） 

 

日
本
人
留
学
生
と
中
国
人
留
学

生
の
差
は
何
故
生
じ
た
か
と
い
う

疑
問
に
対
し
て
は
中
国
の
場
合
は

中
華
思
想
の
影
響
で
海
外
か
ら
学

ぶ
も
の
は
少
な
い
と
い
う
認
識

だ
っ
た
の
で
は
、
あ
る
い
は
科
挙

が
実
施
さ
れ
て
居
た
の
で
留
学
の

重
要
性
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
意

見
が
出
た
。 

 

他
方
日
本
は
近
代
化
が
急
務

だ
っ
た
の
で
多
く
の
海
外
留
学
生

が
新
政
府
に
登
用
さ
れ
た
。 

 

留
学
生
か
ら
見
た
日
本
人
観
と

し
て
、
本
音
と
建
て
前
が
違
う
の

で
は
な
い
か
と
い
う
耳
の
痛
い
指

摘
が
あ
っ
た
。 

（
ま
と
め
） 

 

今
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
居
な

か
っ
た
幕
末
・
維
新
期
の
日
本
と

中
国
の
留
学
生
の
交
流
に
つ
い
て

知
る
機
会
を
得
た
事
は
貴
重
だ
っ

た
。 

先
生
が
実
際
に
歩
か
れ
た
ニ
ュ
ー

ヘ
ヴ
ン
の
山
川
捨
松
の
ス
テ
イ
先

か
ら
永
井
繁
子
の
ス
テ
イ
先
ま
で

の
地
図
や
当
時
の
家
、
ブ
ラ
ウ
ン

牧
師
の
墓
な
ど
多
く
の
写
真
を
見

せ
て
頂
き
当
時
の
留
学
生
達
の
思

い
に
心
を
馳
せ
る
事
が
出
来
た
ひ

と
時
で
し
た
。 

 
 
 
 

（
文
責 

吉
原
重
和
） 
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 ■
二
月
九
日
「Ope

n
 G

o
vernm

e
n
t, 

O
pe

n
 D

ata. O
pe

n
 G

o
vernan

c
e

」

（
講
師
：奥
村
裕
一
氏 

（
東
大
公
共

政
策
大
学
院
教
授
、
元
通
商
産
業

省
官
僚
） 

一
）
オ

ー

プ

ン

ガ

バ

メ

ン

ト 

近
年
世
界
各
国
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
双
方
向
性
を
活
用
す
る
こ
と

で
積
極
的
な
政
府
・
地
方
自
治
体

の
情
報
公
開
（
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
）
や
行
政
へ
の
市
民
参
加
を
促

進
す
る
「
政
府
の
オ
ー
プ
ン
化

（
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
）
」
が

急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
講
演
は

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
の
歴
史
か

ら
始
ま
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
を
背
景
に
米
国
の
オ
バ
マ

政
権
（
二
〇
〇
九
年
）
の
初
署
名

が
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
の
き
っ

か
け
を
作
り
、
そ
の
実
施
に
つ
い

て
三
原
則
が
策
定
さ
れ
た
。 

①
行
政
の
透
明
性 

②
国
民
が
行

政
に
参
加 

③
行
政
と
国
民
が
協

働 こ
の
制
度
で
強
調
さ
れ
た
こ
と
は

米
国
の
民
主
主
義
の
強
化
と
政
府

の
効
率
性
や
有
効
性
の
向
上
で
あ

り
、
こ
の
ト
レ
ン
ド
は
こ
れ
か
ら

の
政
府
と
行
政
の
あ
る
べ
き
姿
と

し
て
世
界
的
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
。
特

に

Ｅ

Ｕ

や

日

本

で

も

「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
」
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
。 

二
）
オ

ー

プ

ン

デ

ー

タ 

行
政
が
持
つ
デ
ー
タ
を
民
間
へ
積

極
的
に
公
開
す
る
流
れ
が
急
速
に

高
ま
っ
て
い
る
。
行
政
が
持
つ

デ
ー
タ
は
個
人
情
報
な
ど
情
報
公

開
法
で
不
開
示
と
な
っ
て
い
る
情

報
を
除
き
、
全
て
市
民
と
共
有
す

る
。
こ
れ
が
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の

原
則
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
Ｇ
８

サ
ミ
ッ
ト
で
「
オ
ー
プ
ン
・
デ
ー

タ

憲

章
」
が

合

意

さ

れ

た
。 

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
世
界
の
潮
流

に
な
っ
て
い
る
。 

 

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
基
本
形
は 

①
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
政
府
・
自

治
体
の
標
準
と
す
る
②
デ
ー
タ
の

量
と
質
を
改
善
③
全
て
の
者
に
利

用
可
能
と
す
る 

 

そ
の
目
的
は
、
デ
ー
タ
を
公
開

す
る
こ
と
は
民
主
主
義
プ
ロ
セ
ス

の
強
化
で
あ
り
、
民
間
の
デ
ー
タ

活
用
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

が

り
、
産

業

育

成

に

な

る
。 

日
本
政
府
は
平
成
二
八
年
度
に

「
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本

法
」
を
定
め
、
政
府
及
び
地
方
自

治
は
「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」
に
取

り
組
む
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
。
こ
の
取
組
に
よ
り
、
国
民
参

加
官
民
共
同
の
推
進
を
通
じ
て
諸

課
題
の
解
決
、
経
済
の
活
性
化
、

行
政
の
高
度
化
、
効
率
化
な
ど
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
近
々
、
次
期

国
会
に
向
け
て
「
デ
ジ
タ
ル
・

フ
ァ
ー
ス
ト
法
案
」
が
検
討
さ
れ

て
お
り
、
今
後
デ
ジ
タ
ル
化
が
急

速
に
進
展
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。 

三
）
ポ
リ
シ
ー
ラ
ボ
の
ア
プ
ロ
ー

チ 「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
」
を
実

現
す
る
た
め
の
新
し
い
政
策
形
成

の
手
法
で
あ
る
「
ポ
リ
シ
ー
ラ

ボ
」
が
潮
流
に
な
っ
て
い
る
。 

英
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
米
国
で
こ

の
手
法
が
普
及
し
て
お
り
、
日
本

も
導
入
を
考
え
て
い
る
。
行
政
の

政
策
形
成
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ

で
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
と
言
う
新

し
い
手
法
で
課
題
解
決
を
考
え

る
。
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
と
は
人

間
中
心
デ
ザ
イ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
を

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
経
営
に
取
り
入

れ
、 

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
人

に
と
っ
て
共
感
を
得
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
あ

る
。
ポ
リ
シ
ー
ラ
ボ
の
考
え
方
は

日
本
の
地
方
自
治
体
に
も
影
響
を

与
え
、
滋
賀
県
は
行
政
運
営
の
政

策
形
成
に
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
活
用

し
て
い
る
。
県
知
事
が
率
先
し
て

「
県
民
の
本
音
を
起
点
に
し
た
共

感
に
基
づ
く
政
策
形
成
」
を
小
冊

子
で
発
表
し
て
い
る
。 

四
）
オ

ー

プ

ン

ガ

バ

ナ

ン

ス 

奥
村
先
生
が
自
ら
実
践
し
て
い
る

地
方
自
治
体
が
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

を
活
用
し
、
地
域
課
題
を
解
決
す

る
コ
ン
テ
ス
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
Ｃ
Ｏ

Ｇ
）
」
が
二
〇
一
六
年
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
地
方

自
治
体
か
ら
市
民/

学
生
に
解
決
し

て
ほ
し
い
地
域
課
題
を
募
集
し
、

デ
ザ
イ
ン
思
考
や
デ
ー
タ
分
析
を

活
用
し
て
課
題
を
掘
り
下
げ
、
自

分
達
で
解
決
策
に
取
組
む
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
る
。
二
〇
一
八
年

度
は
三
八
自
治
体
か
ら
応
募
が
あ

り
、
今
年
の
三
月
に
最
終
公
開
審

査
と
表
彰
が
行
わ
れ
る
予
定
。 

過
去
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
た

色
々
な
解
決
ア
イ
デ
ア
が
披
露
さ

れ
、
中
で
も
川
崎
市
の
地
域
全
体

で
子
育
て
を
応
援
す
る
街
作
り

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
か
ら
里

親
へ
」
の
感
動
的
な
課
題
解
決
の

話
は
印
象
に
残
っ
た
。
今
年
も
素

晴
ら
し
い
課
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア

が

出

る

と

期

待

し

て

い

る
。 

 
 
 
 

（
文
責
：
小
泉
勝
海
） 

■
一
月
一
三
日 i-café

-m
usic@

響 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
未
来 

☆
第
一
部
「
映
像
と
お
話
」 

 

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
名
誉
教
授

マ
ー
テ
ィ
ン
・
コ
ル
カ
ッ
ト
先
生

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
急
遽

映
像
に
代
え
て
岩
倉
使
節
団
の
ア

メ
リ
カ
訪
問
を
短
時
間
語
っ
て
い

た
だ
い
た
。
次
い
で
、
朝
日
新
聞

OB
服
部
桂
さ
ん
の
メ
イ
ン
講
演

『
ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

と

い

う

未

来
』
。 

 

服
部
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

以
前
の
社
会
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝

達
の
進
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
誕

生
し
て
か
ら
の
五
〇
年
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
以
後
の
世
界
に
ま
た

が
る
長
い
レ
ン
ジ
で
の
メ
デ
ィ
ア

の
進
化
と
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ

を
、
五
八
コ
マ
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
駆
使
し
て
分
か
り
易
く
説
い

た
。 

 
Asahi

パ
ソ
コ
ン
の
立
ち
上
げ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事
連
載
に
関

わ
る
一
方
、
そ
の
世
界
で
は
有
名

なMIT

の
メ
デ
ィ
ア
・
ラ
ボ
に
特
別

研
究
員
と
し
て
三
年
間
身
を
置
い

た
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
語

る
に
最
も
相
応
し
い
方
の
一
人
だ

ろ
う
。 

 

米
軍
中
心
に
開
発
さ
れ
たAPRA

ネ
ッ
ト
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
誕

生
し
て
五
〇
周
年
だ
そ
う
だ
。
同

じ
年
に
ア
ポ
ロ
一
一
号
が
宇
宙
の

暗
闇
に
浮
か
ぶ
地
球
の
写
真
を

送
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
見
た
ス

テ
ィ
ー
ヴ
・
ジ
ョ
ッ
ブ
ス
が
、
世

芳野まい氏（左）と服部桂氏（右） 
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 界
の
人
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
い

で
あ
げ
よ
う
と
一
念
発
起
し
、
数

年
後
パ
ソ
コ
ン
を
開
発
、
後
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
世
に
出
し
て

あ
っ
と
い
う
間
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
大
衆
化
を
実
現
し
た
話
に
は

感
銘
を
覚
え
た
。 

 

こ
の
日
は
、
服
部
さ
ん
の
訳
書

『<

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト>
の
次
に
来

る
も
の
～
未
来
を
決
め
る1

2
の
法

則
』
を
読
ん
で
服
部
さ
ん
を
講
師

に
推
挙
し
て
頂
い
た
仏
文
学
者
芳

野
ま
い
さ
ん
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ワ
ー
を
買
っ
て
出
て
、
興
味
と
理

解
が
一
段
と
深
ま
っ
た
の
は
望
外

の
喜
び
で
し
た
。 

☆
第
二
部 

ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト 

ソ
プ
ラ
ノ
中
澤
孝
子
さ
ん
が
『
エ

ビ
ー
タ
』
を
中
心
に
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
歌
を
披

露
。i

-C
a
fé

 
Si
n
g
er
s
 

も
頑
張
っ

て
バ
ッ
ク
コ
ー
ラ
ス
を
歌
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
岩
崎
記
） 

■
三
月
一
〇
日i-c

afé
-m

usic@

響 

Ｅ
Ｕ
に
学
ぶ
外
国
人
労
働
者
の
問
題

点 ☆
第
一
部
「
映
像
と
お
話
」 

 
D
V
D

第
七
章
「
小
国
の
智
恵
」
を

見
た
後
、
毎
日
新
聞
編
集
委
員
森

忠
彦
氏
に
、
Ｅ
Ｕ
の
外
国
人
労
働

者
の
背
景
や
歴
史
、
問
題
点
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。 

シ
リ
ア
等
か
ら
大
規
模
難
民
が
押

し
寄
せ
る
欧
州
各
国
は
、
雇
用
・

宗
教
問
題
が
深
刻
化
し
難
民
受
け

入
れ
に
消
極
姿
勢
に
転
じ
て
い

る
。
一
方
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
か
ら
労
働
力
不
足
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
日
本
は
、
昨
年
末
改
正
入

管
法
を
成
立
さ
せ
て
、
外
国
人
労

働
者
を
増
や
す
姿
勢
を
明
確
に
し

た
。
近
隣
住
民
と
の
摩
擦
や
、
社

会
福
祉
問
題
・
移
民
問
題
も
含
め

て
、
問
題
深
刻
化
を
回
避
す
る
に

は
、
相
互
理
解
・
共
存
が
不
可
欠

と
結
ん
だ
。 

☆
第
二
部
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト 

「
あ
の
山
を
越
え
て
」
の
テ
ー
マ

で
ゲ
ー
テ
の
教
養
小
説
「
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
行
時

代
」
の
中
の
ミ
ニ
ヨ
ン
の
歌
「
た

だ
憧
れ
を
知
る
者
だ
け
が
」
を
歌

詞
に
し
た
異
な
る
作
曲
家
に
よ
る

歌
曲
を
、
森
美
智
子
さ
ん
武
藤
弘

子
さ
ん
の
ソ
プ
ラ
ノ
で
聴
き
比
べ

た
他
、
「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」 

か
ら 

「
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
」
「
ク
ラ
イ
ム 

エ
ブ
リ 

マ

ウ
ン
テ
ン
」
を 

i
 
c
a
f
e
 
s
ing

e
rs

も
加
わ
っ
て
歌
い
、 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
人
達
の
、
山
を
越
え
た
所
に
あ

る
遠
い
異
国
へ
の
憧
れ
の
気
持
ち

に
思
い
を
馳
せ
た
。
（
岩
崎
記
） 

■
四
月
二
日i-café-

lecture 

平
成
政
権
史-

そ
し
て
安
倍
政
権
の

今
（講
師
：芹
川
洋
一
氏 

日
本
経

済
新
聞
論
説
フ
ェ
ロ
ー
） 

 

芹
川
氏
は
、
折
角
政
権
交
代
を

実
現
し
た
民
主
党
が
政
権
運
営
に

失
敗
し
て
政
権
の
座
か
ら
滑
り
降

り
た
後
、
野
党
が
民
主
勢
力
の
結

集
叶
わ
ず
弱
体
化
し
、
自
民
党
長

期
政
権
を
許
容
し
た
と
い
う
。
現

在
の
五
政
党
の
体
制
は
、
昭
和
の

自
民
、
社
会
、
公
明
、
民
社
、
共

産
と
ほ
と
ん
ど
一
緒
と
し
、
自
民

党
長
期
政
権
化
の
五
五
年
体
制
に

戻
っ
た
と
も
い
う
。
そ
し
て
、
野

党
が
旧
体
制
を
打
破
で
き
る
か
否

か
は
、
今
夏
の
参
院
選
で
野
党
が

結
集
し
て
一
人
区
を
制
す
る
こ
と

が
出
来
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い

る
と
。 

 

平
成
の
政
治
に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
た
も
の
と
し
て
、
芹

川
氏
は
小
選
挙
区
制
の
導
入
、
上

級
官
僚
任
免
権
を
含
む
強
す
ぎ
る

官
邸
、
政
治
資
金
規
正
法
に
伴
う

派
閥
の
勢
力
後
退
で
、
養
成
機
能

が
衰
え
国
会
議
員
の
専
門
性
が
低

下
、
地
方
議
員
が
相
対
的
に
優
位

に
立
つ
局
面
の
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
と
。
も
し
、
野
党
が
今
後

も
バ
ラ
バ
ラ
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
、

待
っ
て
い
る
の
は
辞
世
の
句
の
み

と
厳
し
く
む
す
ん
だ
。 

 

講
演
後
の
質
疑
応
答
に
丹
念
に

お
答
え
い
た
だ
き
、
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
四
〇
分
も
続
い
た
の
は
近
来
稀

だ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
お
話
が
具

体
性
を
帯
び
て
分
か
り
易
く
、
真

剣
な
議
論
を
呼
び
起
こ
し
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
芹
川
氏
が
お
帰

り
に
な
っ
た
後
も
、
打
ち
上
げ
で

ホ
ッ
ト
な
論
議
が
続
い
た
。 

 
 
 

（
文
責
：
岩
崎
洋
三
） 

■i-C
afé

 

大
仏
次
郎
『天
皇
の
世

紀
』を
見
る
会 

終
了
報
告 

『
天
皇
の
世
紀
』
は
朝
日
新
聞
が

明
治
一
〇
〇
年
に
因
ん
で
昭
和
四

二
年
に
連
載
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

大
仏
次
郎
の
「
史
実
と
信
ぜ
ら
れ

る
も
の
に
従
い
、
克
明
す
ぎ
る
と

自
分
で
も
見
る
く
ら
い
に
、
事
実

の
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
重
ね
て
行
っ

て
、
そ
れ
が
ど
ん
な
意
味
を
物

語
っ
て
い
る
か
を
書
き
綴
っ
た
」

長
編
で
、
後
に
朝
日
放
送
で
一
三

話
の
連
続
一
時
間
物
テ
レ
ビ
映
画

と
し
て
放
送
さ
れ
た
。 

 

『
見
る
会
』
は
、
明
治
一
五
〇

年
の
年
に
、
こ
の
『
天
皇
の
世

紀
』
を
連
続
で
見
な
が
ら
、
明
治

維
新
や
岩
倉
使
節
団
の
意
義
を
改

め
て
考
え
よ
う
と
昨
年
七
月
シ
ェ

ア

奥

沢

で

ス

タ

ー

ト

し

た
。 

二
回
目
以
降
は
会
場
を
日
比
谷
図

書
文
化
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
移

し
、
本
年
二
月
の
七
回
目
を
も
っ

て
無
事
終
了
し
た
。 

 

一
時
間
物
の
テ
レ
ビ
映
画
と
言

う
限
界
は
当
然
あ
る
も
の
の
、
映

像
の
迫
力
は
絶
大
で
、
文
字
通
り

生
き
た
歴
史
を
学
べ
た
。
毎
回
丹

念
な
説
明
で
理
解
を
促
進
し
て
く

だ
さ
っ
た
ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
タ
ー
の
み

な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
大
佛
次
郎
が

筆
半
ば
で
倒
れ
『
天
皇
の
世
紀
』

を
完
結
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
心

残
り
で
す
。 

 

（
岩
崎
記
） 

＊
天
皇
の
世
紀
タ
イ
ト
ル
一
覧 

第
一
話 

『
黒
船
渡
来
』
～
太
平
の

眠
り
を
覚
ま
す
四
隻
の
黒
船
、
第
二

話 

『
野
火
』
～
変
革
の
種
を
蒔
い

た
吉
田
松
陰
、
第
三
話 

『
先
覚
』

～
砲
術
開
祖
・
高
島
秋
帆
の
執
念
、

第
四
話 

『
地
熱
』
～
日
米
修
好
通

商

条

約

締

結

の

波

紋
、
第

五

話 

『
大
獄
』
～
安
政
の
大
弾
圧
と
桜
田

門
外
の
変
、
第
六
話 

『
異
国
』
～

咸
臨
丸
に
よ
る
太
平
洋
横
断
の
船

旅
、
第
七
話 

『
黒
い
風
』
～
相
次

い
で
起
こ
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
嵐
、
第

八
話 

『
降
嫁
』
～
公
武
合
体
に
暗

躍
す
る
人
々
、
第
九
話 

『
急
流
』

～
寺
田
屋
事
件
の
裏
で
起
き
た
悲

劇
、
第
十
話 

『
攘
夷
』
～
生
麦
村

で
白
昼
起
き
た
異
人
斬
り
、
第
十
一

話 

『
決
起
』
～
奇
才
・
高
杉
晋
作

の

短

す

ぎ

た

生

涯
、
第

十

二

話 

『
義
兵
』
～
土
佐
勤
皇
党
の
斃
れ
た

志
士
た
ち
、
第
十
三
話 

『
壊
滅
』

～
時
流
に
乗
り
遅
れ
た
天
狗
党
の
悲

劇 

 

芹沢洋一氏 

ソプラノ中澤孝子さんとi-Café Singers  
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 ☆
年
次
総
会
お
よ
び 
岩
倉
使
節

団
一
五
〇
周
年
に
向
け
て
の
方
針

を
論
じ
る
会 

四
月
三
〇
日
（
火
） 

〔
年
次
総
会
〕 

 1
3

：3
0

～ 

〔
論
じ
る
会
〕 

1
4

：2
0

～ 

〔
会
場
〕
日
比
谷
図
書
文
化
館 

四

階
小
ホ
ー
ル
（
ス
タ
ジ
オ
プ
ラ

ス
） 

☆
米
欧
回
覧
実
記
輪
読
会 

五
月
八
日
（
水
） 

第18

巻
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
府
ノ

記
（
岩
崎
洋
三
） 

六
月
一
二
日
（
水
） 

第1
9

巻
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
府
ノ
記

（
未
定
） 

七
月
一
〇
（
水
） 

第2
0

巻
ボ
ス
ト
ン
府
ノ
記
（
未

定
） 

＊1
3

：1
0

～1
4

：50
 

日
比
谷
図
書

文
化
館
四
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム 

会
員6

0
0

円
（
非
会
員8

0
0

円
） 

☆
フ
ル
ベ
ッ
キ
輪
読
会 

五
月
八
日
（
水
） 

C
h
.
Ⅱ

Th
e
 
K
o
pp
e
l
(p
p
.
29-4

7)
（
市
川
三
世
史
） 

六
月
一
二
日
（
水
） 

C
h
.
Ⅲ

 
I
n
 
th
e
 
La
n
d
 
of

 
O
p-

p
o
r
t
u
ni
t
y
(p
p
.
48
-6
8)

（
未
定
） 

七
月
一
〇
（
水
） 

C
h
.
Ⅳ

 
A
 
Gl
a
n
c
e
 
a
t
 
O
l
d
 
Ja
p
an

(
p
p
.
6
9-
7
9
)

（
未
定
） 

＊1
5

：0
0

～1
7

：00
 

日
比
谷
図
書

文
化
館
四
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム 

会
員6

0
0

円
（
非
会
員8

0
0

円
） 

☆
歴
史
部
会 

五
月
二
〇
日
（
月
）13

：30

～1
7

：

0
0 〔

演
題
〕
ジ
ョ
ン
万
次
郎
を
語

る
ー
「
漂
巽
紀
畧 

ひ
ょ
う
そ
ん

き
り
ゃ
く 

全
現
代
語
訳
（
講
談

社
学
術
文
庫
）
」
発
刊
を
期
に
」 

〔
講
師
〕
北
代
淳
二
氏
、
谷
村
鯛

夢
氏 

〔
場
所
〕
国
際
文
化
会
館404

号
室 

☆
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
研
究
会 

六
月
一
五
日
（
土
）13

：30

～1
6

：

3
0 〔

演

題
〕
“F

l
a
w
e
d

 
Gi
a
n
t
—

L
y
n
do
n
 
J
oh
n
so
n”

欠
陥
の
あ
る
巨

人
。
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統

領 
 

〔
講
師
〕
大
井
孝
氏
（
東
京
学
芸
大

学
名
誉
教
授
） 

〔
場
所
〕
国
際
文
化
会
館4

0
1

号
室 

〔
会

費
〕1

,
0
0
0

円
（
会

員
）
、

1
,
5
00

円
（
非
会
員
） 

七
月
二
〇
日
（
土
）1

3
:3
0
~1
6:
3
0
 

国
際
文
化
会
館4

0
1

号
室 

〔
演
題
〕
未
定 

〔
講
師
〕
芳
野
あ
き
氏
（
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
メ
ー
ル
マ
ン
公
衆
衛
生
大
学

院
、
公
衆
衛
生
修
士
） 

 

☆i-café
-m

usic

＠
サ
ロ
ン
ガ
イ

ヤ
ー
ル
四
谷 

五
月
二
六
日
（
日
）14

:0
0

～17
:
0
0 

〔
お
話
〕
岩
倉
使
節
団
も
味
わ
っ

た
ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
の
話
（
門
司

健
次
郎
元
カ
ナ
ダ
大
使
） 

〔
♪
〕
五
月
に
は
歌
が
溢
れ 

〔
交
流
会
〕
ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
と

軽
食(

会
員2,500

円
） 

 

      特定非営利活動法人 

「米欧亜回覧の会｣ご案内 

趣 旨    この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その記

録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く人々

の集まりです。 

この歴史的な大いなる旅と「実記」は、まさに

「温故知新」の宝庫といえましょう。この素材

を媒体に歴史を学び、現代の直面する諸問

題についても自由に語り合う会です。 

会 員    趣旨に賛同する人なら誰でも入会できます。 

例 会   年に４回、全体例会があります。 

部 会    テーマ別に読む会、歴史部会、グローバル

ジャパン研究会等があり、映像サロン・旅行

会・研究会・シンポジウム等を行っています。 

機関紙   年に４回、機関紙を発行し活動報告や会員の

意見発表、情報交換の媒体とします。 

役 員    理事長（泉三郎）他理事および監事で構成、

会員の中から幹事十数名を選び、運営を担

当します。 

会 費   年会費6,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・部会・講演会などに

ついては、その都度の会費とします。なお、遠

隔地居住者、仮入会希望者、学生には地方

会員、準会員、学生会員の制度もあります。 

事務局   「米欧亜回覧の会」 事務局  近藤義彦 

           〒181-0012 
               東京都三鷹市上連雀 1-１-5-707  
       E-mail:info@iwakura-mission.gr.jp 

 TEL 090-2658-1423 

入会申込 

 入会申込書はホームページと事務局にあります。 
 年会費などのお支払いは下記口座をご利用ください。 

 ゆうちょ銀行  

 振替口座（当座預金） 00180-0-635365  店番:019  

 総合口座（普通預金） 8804433  店番:018   

 三菱ＵＦＪ銀行 222‐（普通）0544121 

                  特定非営利活動法人米欧亜回覧の会 

歴史に学び、未来を考えませんか？ 

NPO法人米欧亜回覧の会 公式ホームページ 

http//www.iwakura-mission.gr.jp 

Facebook 

Iwakura Mission Society 岩倉使節団・米欧亜回覧の会 

 
 

編
集
後
記 

◇
四
月
の
年
次
総
会
の
日
が
平

成
最
後
の
日
で
、
翌
日
か
ら
令
和

と
な
り
、
今
号
は
、
ぎ
り
ぎ
り
平

成
年
間
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
年

号
が
変
わ
る
だ
け
で
す
が
一
号

か
ら
す
べ
て
平
成
の
日
付
の
発

行
で
あ
り
、
や
は
り
大
き
な
時
代

の
変
わ
り
目
と
感
じ
ま
す
。 

◇
縦
書
き
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
は
、
漢
数

字
を
四
桁
の
年
号
以
外
は
千
、

百
、
十
を
使
っ
て
表
記
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
号
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
（
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
本
）
と
報
告
書
に
合
わ
せ
、

千
、
百
、
十
な
ど
は
使
わ
な
い
数

字
だ
け
の
表
記
に
統
一
し
ま
す
、

従
来
は
「
平
成
三
十
一
年
」
と
し

て
い
ま
し
た
が
「
平
成
三
一
年
」

と
な
り
ま
す
。 

◇
二
月
二
四
日
に
、
当
会
と
も
縁

の
深
い
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
「
百
代
の
過

客
」
と
い
う
平
安
か
ら
徳
川
ま
で

の
日
本
人
の
日
記
を
と
り
あ
げ

た
「
日
本
人
論
」
の
著
書
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
続
編
で
は
幕
末
・

明
治
に
欧
米
に
派
遣
さ
れ
た
使

節
団
の
日
記
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

米
欧
回
覧
実
記
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
三
頁
の
実
記
輪
読
会
報
告

（
北
部
巡
覧
の
記
）
は
、
日
付
ご

と
の
記
述
で
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
地
図
、
当
時
の
画
像
そ

し
て
現
在
の
写
真
な
ど
の
画
像

資
料
を
同
時
に
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
資
料
の
共
有
は
格
段
に

便
利
と
な
り
ま
し
た
。
（
Ｎ
） 


